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A －178　 行 事 食 か ら み た 食 生 活 の 動 向　( 第2 報 ）

一 正 月 の 行 事 食 に つ い て ー

青 葉 学 園 短 大　　 亘a 浪 子　 ○ 吉 中 哲 子　　 岩 倉さ ち 子　　 石 綿 き み子

目 的　 第１ 報 と 同 様 の 目 的 で、 行 事 食 の申 で 最 も 全 国 的 に 広く 行 わ れ て い る と 思 わ れ る

正 月 の 行 事 食 に つい て 調 査し た。

方 法　 調 査 対 象 お よ び 時 朗 は 第１ 報 と 同 様 であ る。 調 査 内 容 は 昭 和54 年 正 月 の 実 態とし

調 査 項 目 は 次 の６ 項 目 とし た。　１ も ち、2  哨 煮、 ３ 雑 煮以 外 の 正 月 料 理、 ４ 正月 料 理の 費

用、 ５ 正 月 料 理 の 盛 付 方 法、 ６ 祝 酒。 以 上 の６ 項 目 を 年 令 別、 同 居 老 人 の 有 無、 家 族 数、

地 方 別、 都 市 郡 別、 末 婚 既 婚 別 等 に よ り 分 析し た。

結 果　 正 月 時 に 必 ずも ちを 食 べる 風 習 は 全 国 平 均 で99  ％ 以 上 残っ て い て、 年 令 別 で わ ず

か な が ら 差 が み ら れ る。　も ち の 入 手 方 法 で は 店 で つ い てIも ら う が 最 も 多 く47  % 、 次 い で 自

宅 で つく も の は29  % だ が、 自 宅 で つく も の は 年 令 別、 都 市 郡 別、 家 族 数 等 で 差 が み ら れ、

真 空 包 装 の も ち を 購 入 し てい る も の は16  % で あ っ た。　も ち の 形 状 は 地 方 に よ り 異 る が年 令

別 や 同 居 老 人 の 有 無 に よ っ て も 差 があ る 事 が 分 っ た。 雑 煮 は 地 方 に よ っ て汁 の 種 類 や 申 の

具 が 異 る ほ か に 年 令 に よ る 差 異 が 見ら れ る。

雑 煮 以 外 の 正 月 料 理で 喫 食 率80  ％ 以 上 を 示 す 品 目 と し て、 か ま ほ こ、 黒 豆、 な ま す、 数

の 子、 煮 物 が あ げ ら れる。 こ れ ら の 正 月 料 理 の 喫食 率 は 種 々 の 要 素 に よ っ て 差 が あ り、 殊

に 年 令 に よ る 差 の みら れ るa  ほ が多 い゙。 正 月 料 理 のmm  を 手 づ､く り と 既 製 品 購 入 に 分 け て

調 査し た結 果、　年 令 別、 同 居老 人 の 有 無、 都 市 郡 別、 家 族 数 な ど に よ っ て 差 のあ る 品 目 が

あ る 事 が 分っ た。　正 月 料 理 の 盛 付 と 祝 酒 に つ い て も 年 令、 同 居 老人 の 有 無、 地 方 別、 都 市

郡 別 に よ っ て 差 異 が みら れ る。
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